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，はじめに

今日，医療の現場では医療技術の急激な進歩や高度化が進んでおり，安全で質の高い医療や看護
が求められている．また，健康や医療に対する人々の関心が高まり，医療従事者へのニーズも多様
化，複雑化している．このような状況の中で，病む人の心に寄り添い，質の高い看護を提供するた
めには，確かな知識や技術はもちろんのこと，対人関係を円滑に進めていけることも重要な要素で
あえると考える．看護は 人間関係のプロセスであり，しばしば治療的なプロセスである ）と

が述べているように，看護は人と人との関わり，対人関係を基盤として
成り立つものである 看護師は 病む人や家族らとの十分なコミュニケーションに基づく信頼関係の
もと，効果的な対人関係を構築し，健康課題に取り組んでいく専門的能力が求められる．
そこで，本研究では相手への誠意や自己および他者理解などの心的態度に関わる能力 対人関係
能力 に注目し，その対人関係能力を 社会的スキル ）として捉え，臨床看護師の社会的スキル
を探りたいと考えた．能力は客観的に測るのは困難であるといわれているが，武田 ）は スキルは



単に技術ではなく，心理社会的能力を示すコンピテンス（ ） としており，能力を実践
レベルのスキルとして評価することは可能であると考える．さらに今回は， 看護における社会的
スキル という点に焦点を当て，看護基礎教育や継続教育へむけての示唆を得たいと考えた．
以上のことから，本研究では臨床で看護を実践する看護師を対象に 看護における社会的スキル

を測定し，年齢の視点からその特徴を明らかにする．

，研究方法

，用語の操作的定義
本研究では，以下のように用語を定義した．
社会的スキル 対人関係を円滑にすすめる具体的行動 であり，訓練することにより後天
的に獲得することが可能な力．一人の社会人として必要な対人関係能力．
看護における社会的スキル 看護に必要とされる専門的な社会的スキル であり，治療コ
ミュニケーション技術，あるいは対人技能を含む看護師に必須の総合的な対人関係能力．

，対象者
予備調査は，高知県外の総合病院に勤務する看護師 名を対象とした．本調査の対象者選定に
あたっては，無作為に選んだ四国内 施設の総合病院の所属施設長及び看護部長に，研究依頼書
や使用する質問紙を送付した．その結果， 施設（独立行政法人国立病院機構や公立の総合病院
施設，私立の総合病院 施設）から協力が得られるとの回答を得た．本調査ではこの研究協力
の得られた総合病院に勤務する看護師 名を対象とした．なお，本研究では正看護師のみを対
象とし，准看護師は研究の対象としていない．
，研究期間
予備調査 年 月 日 年 月 日
本 調 査 年 月 日 年 月 日

，研究方法
研究には無記名の自記式質問紙を用いた．質問紙の配布は，研究の協力が得られた施設の看護

部長または教育や研究の担当者に，その配布を一任した．回収はすべて，郵送法での回収とした．
，質問紙の構成と測定用具
質問紙は年齢や看護師経験年数，最終学歴などの基本属性のほかに，看護における社会的スキ

ルを測定するために，千葉・相川 ）が作成した看護における社会的スキル尺度（
）を用いた（表 ）．

千葉らは，文献および看護師や看護教員への面接調査から得られたデータをもとに，看護にお
ける社会的スキル尺度を構成した．看護学生および 年以上の臨床看護師を対象にし，信頼性・
妥当性の検証を行い， 因子 項目からなる質問紙を開発している 看護における社会的スキル
は ．患者尊重スキル ．情報の収集と提示スキル ．表出行動スキル ．身体接
触スキル ．積極的接近スキル ．距離スキル の つの下位尺度から構成され， 項目
の質問がある． ．患者尊重スキル は，患者とともに考える，インフォームド・コンセント
が実施できるかということである． ．情報の収集と提示スキル は，他者に情報を提供する，
または，自分がいかに情報を収集できるかということである． ．表出行動スキル は，自己
の態度の一貫性があるかということである． ．身体接触スキル は，触れるということで相
手に安心感を与えることである． ．積極的接近スキル は，疾患や苦痛を抱えている対象へ
の積極的性，態度などである． ．距離スキル は，物理的な距離をどれだけ短くできるか，
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ということである． いつもそうしている から 全然していない までの 段階評定（ ）
で回答を求め，得点化する尺度である．得点が高いほど，看護における社会的スキルが高いと判
断される．逆転項目の設定はない．

，分析方法
データの分析には を用いた．まずは記述統計を行った後，
の積率相関係数， の順位相関係数， 検定， の修正による

多重比較等を行い，考察・検討を行った．また，分析結果は有意水準 以下を有意とした．

，信頼性・妥当性の確保
調査の実施に当たり，予備調査を行い質問紙の構成等を検討した．得られたデータからの信頼

性・妥当性の検討に関しては，まず の サンプル検定を行い，データの正
規性を確認した．さらに，信頼性の検討には， 係数を用い，内的整合性の検討
には の順位相関係数を用い，項目と合計点との相関（ 相関）検討した

，倫理的配慮

，研究対象者には，研究の目的，方法，研究への協力の有無により不利益が生じないこと，得ら
れた結果は適正に管理すること，不明点の問合せ先等を文書で個々に添付した．質問紙は無記名
で回収し，個人や施設が特定されない旨も明記した．回収には個別の封筒を用意し，プライバシー
を保護するようにした．さらに，研究への自由参加の意思を最大限尊重するため，郵送法での回
収とした．
，本研究では既存の看護における社会的スキル尺度を使用しているが，この尺度の使用に当たっ
ては研究者が直接尺度作成者に使用の許可を申し出て，書面にて尺度使用の許可を得ている．

，結 果

，対象者の概況
本調査では，対象者 名のうち 名から回答を得た．回収率は ％であった．このうち，
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表 質問紙の構成

変数 項目数 測定形式及び得点配分 得点範囲
性別 男性 女性
年齢 記述式（歳）

最終学歴
専修・各種学校卒 高等学校先攻科卒
短期大学 年課程卒 短期大学 年課程卒
大学卒 大学院卒 その他

看護師経験年数 記述式（年，ヶ月）
看護における社会的スキル尺度

．患者尊重スキル
．自己の対象化と統制
．表出行動スキル
．身体接触スキル
．積極的接近スキル
．空間距離スキル

件法
．いつもそうしている

．全然していない



基本属性の記入が不備なものや，回答の記載が無い質問紙 名分を除外し，予備調査で得られた
名分を合わせ， 人を分析対象とした．性別は，男性 名（ ％），女性 名（ ％）で
あった．男性からの回答が少数であったため 男女を分けずに分析を行なった．年齢の平均は，

歳，経験年数の平均は 年，最終学歴は専修・各種学校卒業が 名（ ％）と
最も多かった．（表 ）．また，年齢と経験年数の相関を の積率相関係数を用いて算出し
たところ，相関係数は で ％水準で有意となった．

，看護における社会的スキル尺度の信頼性・妥当性
得点分布の正規性を確認するために， の サンプル検定を行った．

の サンプル検定では， つの下位尺度において，すべて分布の差がみら
れた．しかし，合計得点には分布の差はみられなかった． 係数は， であっ
た 項目と尺度全体の整合性を確認するために 項目内容と全体の 相関分析を行った（表 ）．
その結果， 項目のすべての項目において， ％有意水準で正の相関があった．下位尺度合計点
数と尺度全体の合計得点にも ％有意水準で相関が認められた．

，看護における社会的スキルの得点
看護における社会的スキル全体の得点は， 点の範囲で，平均値は （ ）
であった．各項目の平均値と は，表 に示した．平均値が一番高かった項目は，空間距離ス
キルの 話をはじめるときは患者に近づく で，平均値が一番低かった項目は，患者尊重スキル
の 目標を患者とともに考える であった．
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表 対象者の基本属性

基本属性 人数（％） 平均値 最小値 最大値 範囲
性別
男性 （ ）
女性 （ ）

年齢
最終学歴

専修・各種学校卒 （ ）
高等学校専攻科卒 （ ）
短期大学 年課程卒 （ ）
短期大学 年課程卒 （ ）
大学卒 （ ）
大学院卒 （ ）
その他 （ ）

経験年数

表 看護における社会的スキルの記述統計量

尺度および下位概念 平均値 最小値 最大値 範囲
看護における社会的スキル得点（ ）

．患者尊重スキル
．自己の対象化と統制
．表出行動スキル
．身体接触スキル
．積極的接近スキル
．空間距離スキル

合 計 得 点
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表 看護における社会的スキル尺度の （ ） （ ）分析
看護における社会的スキル尺度 相関分析
．患者尊重スキル

目標を患者とともに考える
退院後の生活について患者と相談する
患者の健康問題は何かを話す
問題解決の方法を患者と検討する
患者に健康問題が解決したことを伝える
患者が自分の状態をどのようにとらえているか尋ねる
患者が感情を表出する機会を提供する
指導の必要性を患者に説明する
患者の言動の不一致があれば尋ねてみる
患者の抱いている気持ちを聴く
患者が一番苦痛に思っていることを，まず話題にする
患者が自分の考えを明確にするために時間を与える
患者が説明を理解できたか確認する
患者が言ったことを時々要約する

．自己の対象化と統制
自信のある態度で接する
患者の家族にも充分な情報を伝える
患者の家族からも情報を聴く
テキパキと応対する
ナースコールが鳴ったらすぐに，応対する
なぜこの情報を尋ねるのかを説明する
検査やケアについて，あらかじめ情報を伝える
その場で答えられない質問は，後で必ず返答する
新たな問題を解決するのにふさわしい人を紹介する
大切なことは同じ言葉で繰り返す

．表出行動スキル
一度にたくさんの質問をしない
詮索がましく問いたださない
はっきり，落ちついた話し方をする
自己の言動を一致させる
高い声で話さない
患者には，いつも同じ態度で接する
あいまいな表現はしない
質問を多くしすぎない
患者の健康レベルに応じて動作のスピードを変える
プライドを傷つけないように尋ねる
患者に伝えなければならないことはハッキリと伝える
焦点をしぼって話す
患者の愛着品を大切にする

．身体接触スキル
患者と話しているときに，そっと身体に手を添える
患者の孤独感を癒すために身体の一部に触れる
患者の手に触れて，援助したいという気持ちを伝える
検査に行く患者の背中や肩に手を触れる
苦痛を伴う処置の最中，患者の手を握る
臥床患者の下腿をマッサージする
自分の顔を患者の目の高さにする
患者の髪をとかしながら頭部に触れる

．積極的接近スキル
表情豊かに接する
患者に積極的に声をかける
明るい表情を保つ
会話のきっかけをつくる
患者に応じて個別のケアを行う
患者が望むときは時間をとってゆっくり聴く

．空間距離スキル
話をはじめるときには患者に近づく
患者に近づいてから話をする
患者の枕もとに近づいて話をする
患者の質問には真剣に答える
の順位相関係数
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表 看護における社会的スキル尺度の各項目平均値と
下位尺度と質問項目 平均値
．患者尊重スキル

目標を患者とともに考える
退院後の生活について患者と相談する
患者の健康問題は何かを話す
問題解決の方法を患者と検討する
患者に健康問題が解決したことを伝える
患者が自分の状態をどのようにとらえているか尋ねる
患者が感情を表出する機会を提供する
指導の必要性を患者に説明する
患者の言動の不一致があれば尋ねてみる
患者の抱いている気持ちを聴く
患者が一番苦痛に思っていることを，まず話題にする
患者が自分の考えを明確にするために時間を与える
患者が説明を理解できたか確認する
患者が言ったことを時々要約する

．自己の対象化と統制
自信のある態度で接する
患者の家族にも充分な情報を伝える
患者の家族からも情報を聴く
テキパキと応対する
ナースコールが鳴ったらすぐに，応対する
なぜこの情報を尋ねるのかを説明する
検査やケアについて，あらかじめ情報を伝える
その場で答えられない質問は，後で必ず返答する
新たな問題を解決するのにふさわしい人を紹介する
大切なことは同じ言葉で繰り返す

．表出行動スキル
一度にたくさんの質問をしない
詮索がましく問いたださない
はっきり，落ちついた話し方をする
自己の言動を一致させる
高い声で話さない
患者には，いつも同じ態度で接する
あいまいな表現はしない
質問を多くしすぎない
患者の健康レベルに応じて動作のスピードを変える
プライドを傷つけないように尋ねる
患者に伝えなければならないことはハッキリと伝える
焦点をしぼって話す
患者の愛着品を大切にする

．身体接触スキル
患者と話しているときに，そっと身体に手を添える
患者の孤独感を癒すために身体の一部に触れる
患者の手に触れて，援助したいという気持ちを伝える
検査に行く患者の背中や肩に手を触れる
苦痛を伴う処置の最中，患者の手を握る
臥床患者の下腿をマッサージする
自分の顔を患者の目の高さにする
患者の髪をとかしながら頭部に触れる

．積極的接近スキル
表情豊かに接する
患者に積極的に声をかける
明るい表情を保つ
会話のきっかけをつくる
患者に応じて個別のケアを行う
患者が望むときは時間をとってゆっくり聴く

．空間距離スキル
話をはじめるときには患者に近づく
患者に近づいてから話をする
患者の枕もとに近づいて話をする
患者の質問には真剣に答える



，年齢と看護における社会的スキルの相関について
年齢と看護における社会的スキルの相関を の順位相関係数を用い検討した．その結
果は表 のとおりとなった．下位尺度 空間距離スキル 以外の下位尺度及び合計得点で正の相
関が認められた．

，年齢群による看護における社会的スキル得点差の比較について
年齢を 群（若年齢群，中年齢群，高年齢群）（表 ）に分けて，看護における社会的スキル
の下位尺度および合計得点の差を検討した．差があるかどうかの検討には 検定を
用い（表 ），差のある郡間を明らかにするために の修正による多重比較を行った（図

）．その結果，下位尺度 空間距離スキル 以外の下位尺度および合計得点で 群間に有
意の差があり，下位尺度において若年と中年・高年齢群で有意な差が認められる傾向であった．
また，合計得点では 群間それぞれで有意な差が認められた．
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表 年齢と看護における社会的スキルの相関

尺度および下位尺度 年齢との相関
看護における社会的スキル得点

．患者尊重スキル
．自己の対象化と統制
．表出行動スキル
．身体接触スキル
．積極的接近スキル
．空間距離スキル

合 計 得 点
の順位相関係数

表 対象者の群別の年齢及び経験年数

群 年齢（歳） 人数（ ） 平均年齢 平均経験年数

若年齢群

中年齢群

高年齢群

表 年代別による看護における社会的スキル得点

下位概念
若年齢層（ ） 中年齢層（ ） 高年齢層（ ）

統計量
平均値 平均値 平均値

．患者尊重スキル
．自己の対象化と統制
．表出行動スキル
．身体接触スキル
．積極的接近スキル
．空間距離スキル

合計得点
検定



，考察

，対象者の概況について
対象者の性別は，男性が全体の ％（ 人）であり，対象看護師の大半は女性であった．男
性看護師も徐々に増加しているが，看護の現場ではいまだ圧倒的に女性が多い環境と言える．今
後は，性差による自己教育力や社会的スキルの違いなどの検討も望まれると考える．平均年齢は
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図 下位尺度 患者尊重スキル の得点 図 下位尺度 自己の対象化と統制 の得点
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歳，平均経験年数は 年と長かった．最終学歴では専修・各種学校卒が ％と圧倒的に
多く，次いで，高等学校専攻科卒，大学卒という順であった．大学卒業者は 人で全体の ％
であったが，今後は大学卒業者，大学院終了者の増加が予想される．学歴や教育課程の差による
違いは更なる調査が必要と思われるが，現時点での本研究の結果は， 名という多数の看護師
を研究対象とすることができた点からも基礎的資料としての意義があると考える

，看護における社会的スキル尺度の信頼性・妥当性について
の サンプル検定では， つの下位尺度において，すべて分布の差がみ

られた．しかし，合計得点には分布の差はみられなかった．よって，合計得点においては，正規
性があると考えられる． 係数は， であり，信頼性は高いと判断した．項目
内容と全体の相関分析を行った結果は， 項目のすべての項目において， ％有意水準で相関が
あった．また，尺度 側面の項目と合計点との相関も検討し， ％有意水準で相関があり，これ
らの結果から内的整合性に問題はないと判断した

，年齢と看護における社会的スキルの相関について
看護における社会的スキルの下位尺度と年齢において 空間距離スキル 以外の下位尺度 患
者尊重スキル 自己の対象化と統制 表出行動スキル 身体接触スキル 積極的接近スキル
においては年齢との相関が確認された．また，合計得点でも正の相関が認められている．これら
のことから，看護師の年齢が高いほど，看護における社会的スキルも高くなる傾向があることが
明らかになった．先行研究では，社会的スキルは年齢と正の相関があると言われている ）．本研
究は，看護における社会的スキルに注目しているが，先行研究と同様の結果が得られた．この結
果の背景には， 看護行為はすでに身につけている能力と新たに学修される内容で構成される
といわれているように，本来持っている能力に加え，看護行為に携わる経験年数の長さ，臨床看
護実践で得られた豊富な体験が看護職としての一定の能力を高めていると考えられる．本研究で
も年齢と経験年数の相関係数は （ の積率相関係数）であり，臨床看護師は，人と
人とのかかわりを基盤として看護における社会的スキルを発展させていると考える．
また，ただ一つだけ 空間距離スキル では相関が認められなかったが 空間距離スキル の
患者に近づく 枕元に近づく ということは，臨床で看護を行う上では非常に基本的なことで
ある．そのため，年齢の影響が少ないことが考えられる．また，この 空間距離スキル の質問
数が 項目と，他の下位尺度と比べても特に少なかったことも，結果の一因として考えられる．

，年齢群による看護における社会的スキル得点差の比較について
年齢を若年齢群（ 歳， ），中年齢群（ 歳， ），高年齢群（ 歳，

）の 群に分けた得点差の検討では， 空間距離スキル 以外の下位尺度において若年と
中年・高年齢群で有意な差が認められる傾向であった また，合計得点では， 群間全ての間で
有意な差が認められた これらの結果から，看護における社会的スキルはその年齢により有意な
差があり，特に 代を中心とした若年齢群と 代以上の高年齢群においては明らかにスキルに差
があり，高年齢群のスキルが高いと考える
特に今回の研究では 歳代を中心とした若年齢層で得点が低かったという特徴が見られたが，
発達理論の創始者の一人であるドナルド・スーパーは，自身が提唱した に
おいて 才代では，個人の生活というのは成長途中であるが， 才で様々な生活段階が成立す
る ） としている．さらに，古畑 ）は， 様々な社会的活動に積極的に参加し，それを好むよう
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になることが，社会的態度を発達させる と述べている． 才代は まだ社会的な活動の経験が
乏しい．そのため，若年齢群では特に得点が低くなったのではないかと考える．また，免田ら ）

は， 一社会人としての看護師が一社会人である対象に対して，その人の尊厳に限りない敬意を
はらい，自己をコントロールしながら信頼関係を築くことができる対人能力が看護実践に求めら
れる としている．これらのことから，臨床の現場や継続教育では，特に 才代の看護師におけ
る社会的スキルをサポート，向上させるような取り組みが必要であると考えられる．そして，加
賀谷 ）は新人看護師の社会的スキル及び看護における社会的スキルを入職後 ヶ月， ヶ月，
年 ヶ月の計 回測定し，両スキルは新人看護師の間の 年間ではほとんど変化が見られなかっ
たことを明らかにしている．このことから，看護における社会的スキルは，人生の歩みのように
長い年月をかけて育まなければいけないスキルであると考える．加えて，稲田ら ）は組織の階
層別（作業層，監督層，管理層，経営層）と求められる能力について述べているが，各階層によっ
てそれぞれ必要とされる判断技能および技術的技能の程度は違うが，全ての階層に変わりなく求
められる技能は対人技能であるとしている．このことから， 歳代の看護における社会的スキル
を発展させるのと同時に，経験豊富な看護師や管理職も，スキルを保ち，それを伸ばしていくこ
とが求められると思われる

，結論

本研究は臨床看護師を対象に 看護における社会的スキル を測定し，年齢からその実態や特
徴を明らかにすることを目的とした．その結果，以下のような結論を得た．
看護における社会的スキル と年齢は関係があり，年齢の上昇ともにそのスキルも上昇する
傾向があった
看護における社会的スキル は，年齢により有意な差があり，とくに年齢の低い若年の看護
師はそのスキルが低かった．
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